
　

白
子
町
で
本
格
的
な
タ
マ

ネ
ギ
栽
培
が
始
ま
っ
た
の

は
、
大
正
１０
（
１
９
２
１
）

年
頃
の
こ
と
。
昭
和
初
期
に

は
早
生
種
の
栽
培
に
取
り
組

み
、
昭
和
３９
（
１
９
６
４
）

年
の
栽
培
面
積
は
２
１
２
㏊

に
ま
で
な
っ
た
。
現
在
は
、

生
産
者
の
高
齢
化
な
ど
に
よ

り
栽
培
面
積
は
約
４２
㏊
と
大

幅
に
減
少
し
た
が
、
平
成
１３

（
２
０
０
１
）
年
か
ら
『
白
子

た
ま
ね
ぎ
』
祭
り
、
そ
の
翌

年
か
ら
た
ま
ね
ぎ
狩
り
を
ス

タ
ー
ト
し
、
新
タ
マ
ネ
ギ
の

産
地
と
し
て
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
長
生
で
は

平
成
３０
（
２
０
１
８
）
年
、『
白

子
た
ま
ね
ぎ
』
を
商
標
登
録

し
た
。
大
手
食
品
メ
ー
カ
ー

が
開
発
し
た
『
千
葉
白
子
町

の
新
玉
ね
ぎ
を
つ
か
っ
た
ハ

ン
バ
ー
グ
』
が
人
気
商
品
と

な
り
、
白
子
た
ま
ね
ぎ
の
知

名
度
も
上
が
っ
て
い
る
。

　

白
子
の
土
壌
は
、
ミ
ネ
ラ

ル
を
多
く
含
ん
だ
砂
質
土
で
、

水
は
け
が
良
い
の
が
特
徴
。

海
か
ら
の
適
度
に
水
分
・
塩

分
を
含
ん
だ
潮
風
が
、
タ
マ

ネ
ギ
の
生
育
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
白
子
で

栽
培
さ
れ
て
い
る
品
種
は
、

甘
く
て
辛
味
の
少
な
い
『
ソ

ニ
ッ
ク
』
と
い
う
早
生
種
だ
。

『
白
子
町
玉
葱
出
荷
組
合
』
組

合
長
の
大
矢
忠
一
さ
ん
は
、

「
九
十
九
里
浜
の
恵
み
を
受

け
て
、
甘
み
の
強
い
た
ま
ね

ぎ
が
育
ち
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

な
産
地
に
行
き
ま
し
た
が
、

同
じ
ソ
ニ
ッ
ク
で
も
、
白
子

の
ソ
ニ
ッ
ク
に
勝
る
も
の
は

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
東

京
の
市
場
に
出
し
て
い
ま
す

が
、
生
産
量
が
少
な
く
、
多

く
の
人
に
提
供
で
き
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
白
子
で
、
と
れ
た
て
の

た
ま
ね
ぎ
の
美
味
し
さ
を
味

わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
、

語
る
。

　

タ
マ
ネ
ギ
に
含
ま
れ
る
成

分
・
硫
化
ア
リ
ル
は
、
疲
労

回
復
や
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に

す
る
効
果
で
知
ら
れ
て
い
る
。

加
熱
す
る
と
効
果
が
低
下
し
、

水
に
も
溶
け
出
し
や
す
い
。

大
矢
さ
ん
お
す
す
め
の
食
べ

方
は
、「
表
面
の
皮
を
む
き
ス

ラ
イ
ス
し
て
、
水
に
さ
ら
さ

ず
、
お
か
か
と
醤
油
を
か
け

る
。
た
ま
ね
ぎ
の
良
さ
を
理

解
す
る
に
は
、
こ
れ
が
一
番
」

と
の
こ
と
だ
。
栄
養
効
果
の

高
い
生
食
は
も
ち
ろ
ん
、
煮

て
も
炒
め
て
も
美
味
し
い
新

タ
マ
ネ
ギ
。
町
の
Ｈ
Ｐ
で
は
、

白
子
た
ま
ね
ぎ
を
使
っ
た
レ

シ
ピ
を
公
開
し
て
い
る
。

　

た
ま
ね
ぎ
狩
り
に
参
加
す

る
に
は
ま
ず
、『
２
０
２
６
た

ま
ね
ぎ
狩
り
会
場
案
内
図
』

を
手
に
入
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
。

案
内
図
は
、
町
の
Ｈ
Ｐ
か
問

合
せ
を
。
町
内
に
点
在
す
る

約
４０
の
畑
の
中
か
ら
行
き
た

い
場
所
を
選
び
、
事
前
に
生

産
者
に
電
話
で
訪
問
日
時
の

確
認
を
取
る
こ
と
を
お
勧
め

す
る
。
当
日
の
服
装
は
、
汚

れ
て
も
い
い
も
の
。
帽
子
・

軍
手
・
長
靴
も
忘
れ
ず
に
。

タ
マ
ネ
ギ
の
葉
を
切
り
落
と

す
ハ
サ
ミ
を
持
参
の
こ
と

（
キ
ッ
チ
ン
バ
サ
ミ
で
Ｏ
Ｋ
）。

料
金
は
、
１０
㎏
が
２
０
０
０

円
、５
㎏
が
１
３
０
０
円
。（
５

㎏
の
取
扱
い
無
い
畑
あ
り
）。

大
矢
さ
ん
は
、「
お
子
さ
ん
の

貴
重
な
自
然
体
験
と
し
て
来

ら
れ
た
り
、
自
分
が
食
べ
る

も
の
を
直
接
生
産
者
の
畑
で

確
か
め
た
い
と
い
う
方
な
ど
、

毎
年
大
勢
で
に
ぎ
わ
い
ま

す
」。
Ｊ
Ａ
長
生
・
北
部
営
農

購
買
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
は
、

「
毎
年
決
ま
っ
た
畑
に
来
ら

れ
る
ご
家
族
も
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
大
き
な
た
ま

ね
ぎ
が
と
れ
る
と
盛
り
上
が

る
の
で
、
生
産
者
さ
ん
に
よ
っ

て
は
、
小
ぶ
り
の
カ
ボ
チ
ャ

く
ら
い
大
き
く
育
て
る
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
工
夫
さ
れ
て
い
ま

す
」
と
、
説
明
す
る
。「
と
っ

て
楽
し
い
、
食
べ
て
美
味
し

い
収
穫
体
験
。
リ
ピ
ー
タ
ー

の
方
も
、
初
め
て
体
験
す
る

方
も
、
ぜ
ひ
白
子
に
お
越
し

く
だ
さ
い
」

 

『
第
２３
回
お
い
し
さ
一
番
「
白

子
た
ま
ね
ぎ
」
祭
り
』
は
、

５
月
１０
日
㈰
９
時
か
ら
１５
時

に
開
催
さ
れ
る
。
タ
マ
ネ
ギ

を
は
じ
め
、
地
元
農
産
物
・

海
産
物
の
販
売
と
、
約
６０
の

模
擬
店
と
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が

出
店
す
る
。
白
子
た
ま
ね
ぎ

を
使
用
し
た
料
理
や
、
白
子

た
ま
ね
ぎ
を
加
工
し
た
「
た

ま
ね
ぎ
ワ
イ
ン
」「
た
ま
ね
ぎ

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
な
ど
、
地

元
な
ら
で
は
の
グ
ル
メ
に
も

出
会
え
る
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

和
太
鼓
・
よ
さ
こ
い
・
ダ
ン

ス
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
逆
バ

ン
ジ
ー
や
お
化
け
屋
敷
は
子

ど
も
た
ち
も
飽
き
さ
せ
な
い
。

今
年
か
ら
始
ま
っ
た
『
た
ま

ね
ぎ
の
つ
か
み
取
り
』
は
、

１
回
３
０
０
円
で
、
先
着

１
５
０
名
ま
で
。
両
手
で

い
く
つ
の
タ
マ
ネ
ギ
を
持

ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
！
会
場
で
は
、
日

帰
り
温
泉
入
浴
サ
ー
ビ
ス

券
を
配
布
。
ヨ
ウ
素
を
多

く
含
む
天
然
温
泉
は
、『
黄

金
の
湯
』
の
愛
称
で
親
し

ま
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
商

工
観
光
課
の
担
当
者
は
、「
会

場
で
十
分
に
た
ま
ね
ぎ
を
味

わ
っ
た
後
は
、
白
子
温
泉
で

疲
れ
を
癒
し
て
お
帰
り
く
だ

さ
い
」
と
、呼
び
か
け
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
詳
し
く
は
、
町
の

Ｈ
Ｐ
か
、
問
合
せ
を
。（
石
井
）

●
た
ま
ね
ぎ
狩
り　

問
白
子
町
役
場
産
業
課

☎
０
４
７
５
・
３３
・
２
１
１
５

問
Ｊ
Ａ
長
生　

北
部
営
農
購

買
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
７
５
・
３３
・
７
０
０
７

●
第
２３
回
お
い
し
さ
一
番
『
白

子
た
ま
ね
ぎ
』
祭
り

問
白
子
町
役
場
商
工
観
光
課

☎
０
４
７
５
・
３３
・
２
１
１
７

５
／
１０
㈰
９
時
～
１５
時
（
小

雨
決
行
・
荒
天
中
止
）

会
場
：
古
所
海
岸
前
広
場　

白
子
町
古
所
３
２
９
０
の
１１

 

潮
風
の
恵
み
が
引
き
出
す
甘
さ　

白
子
の
た
ま
ね
ぎ

  

第
23
回 

お
い
し
さ
一
番

　
　

   

『
白
子
た
ま
ね
ぎ
』祭
り 

５
／
10
㈰

    

た
ま
ね
ぎ
狩
り 

５
／
１
㈮
～
５
／
31
㈰

　

白
子
町
特
産
『
白
子
た
ま
ね
ぎ
』
が
、
今
ま
さ
に
旬
を
迎
え
て
い
る
。
町
の
商
工
観
光
課
で
は
、「
白

子
産
の
た
ま
ね
ぎ
は
甘
み
が
強
く
、
と
て
も
瑞
々
し
く
、
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
感
の
歯
触
り
に
定
評
が
あ

る
」
と
、
そ
の
魅
力
を
語
る
。
５
月
１
日
㈮
～
31
日
㈰
の
期
間
は
、
町
内
約
40
の
畑
に
て
、
全
国
で
も

珍
し
い
タ
マ
ネ
ギ
の
収
穫
体
験
『
た
ま
ね
ぎ
狩
り
』
が
行
わ
れ
る
。
家
族
や
友
人
連
れ
が
畑
で
タ
マ
ネ

ギ
を
掘
る
姿
は
、
白
子
町
な
ら
で
は
の
季
節
の
風
物
詩
と
な
っ
た
。
５
月
10
日
㈰
に
は
、
町
内
古
所
海

岸
前
広
場
に
て
『
第
23
回
お
い
し
さ
一
番
「
白
子
た
ま
ね
ぎ
」
祭
り
』
が
開
催
さ
れ
る
。
タ
マ
ネ
ギ
販

売
、模
擬
店
の
出
店
や
太
鼓
演
奏
な
ど
、「
白
子
た
ま
ね
ぎ
の
美
味
し
さ
を
丸
ご
と
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
」

と
し
て
、
年
々
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

美
味
し
さ
の
秘
密

たまねぎの肉詰め
スープ仕立て

い
ざ
白
子
へ
！

畑でたまねぎ狩り

たまねぎ
レシピ

おいしさ一番『白
子たまねぎ』祭り

たまねぎ狩り

お
い
し
さ
一
番
『
白
子
た
ま

ね
ぎ
』
祭
り
の
様
子
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「
な
ん
で
そ
ん
な
こ
と
で
怒
る

の
？
」
と
、
大
人
に
は
思
え
て

し
ま
う
子
ど
も
の
癇
癪
。
で

も
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
そ

の
出
来
事
が
『
今
の
自
分
に

は
受
け
止
め
き
れ
な
い
ほ
ど

大
き
い
こ
と
』
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
怒
り
や
癇
癪
は
、

わ
が
ま
ま
で
は
な
く
『「
困
っ

て
い
る
サ
イ
ン
』
と
し
て
受

け
止
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

幼
児
期
の
子
ど
も
は
ま
だ
、

自
分
の
気
持
ち
を
言
葉
で
う

ま
く
表
現
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。「
い
や
だ
っ
た
」

「
悔
し
か
っ
た
」「
わ
か
っ

て
ほ
し
い
」
そ
ん
な
思
い

が
あ
ふ
れ
た
と
き
、
泣
い

た
り
怒
っ
た
り
す
る
こ
と

で
し
か
表
現
で
き
な
い
の

で
す
。
ま
ず
は
「
嫌
だ
っ

た
ね
」「
悔
し
か
っ
た
ね
」
と
、

子
ど
も
の
気
持
ち
を
代
弁
し

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
言
葉
で

自
分
の
気
持
ち
を
言
え
る
よ

う
に
な
る
と
、
少
し
ず
つ
落

ち
着
い
て
い
き
ま
す
。
大
切

な
の
は
、
す
ぐ
に
正
そ
う
と

し
な
い
こ
と
。
安
心
で
き
る

関
わ
り
の
中
で
気
持
ち
を
出

す
経
験
が
、
自
分
で
気
持
ち

を
整
え
る
力
に
つ
な
が
り
ま

す
。
落
ち
着
い
た
後
に
「
ど

う
し
た
ら
よ
か
っ
た
か
な
？
」

と
一
緒
に
考
え
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
ど
う
伝
え
た
ら
よ

い
の
か
を
伝
え
て
い
く
こ
と

で
、
子
ど
も
は
次
の
一
歩
を

学
び
ま
す
。

　

子
ど
も
の
怒
り
や
癇
癪
は
、

成
長
の
途
中
に
あ
る
大
切
な

姿
で
す
。
受
け
止
め
、
言
葉

を
添
え
て
い
く
こ
と
で
、「
自

分
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
て

い
い
」
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
人
と
関
わ
る
力
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
積
み
重
ね
が
、
安
心
し

て
人
と
関
わ
る
力
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

科
学
の
楽
し
さ
や
自
然
の

不
思
議
に
ふ
れ
ら
れ
る
千
葉

市
科
学
館
。
様
々
な
仕
掛
け

の
あ
る
常
設
展
示
や
県
内
最

大
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
年

４
回
の
企
画
展
、
要
予
約
の

講
座
や
当
日
受
付
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
多
彩
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
大
人
も
子
ど
も

も
楽
し
め
る
施
設
だ
。

　

現
在
は
春
・
Ｇ
Ｗ
の
企
画
展

「
よ
う
こ
そ
！
き
ぼ
ー
る
実
験

室
～
道
具
か
ら
始
ま
る
実
験

の
世
界
～
」
が
５
／
６
（
水
・

休
）
ま
で
開
催
中
。
学
校
の
理

科
室
で
お
な
じ
み
の
器
具
か

ら
珍
し
い
器
具
ま
で
、
実
験
に

ま
つ
わ
る
道
具
が
勢
揃
い
。
タ

イ
ト
ル
通
り
『
実
験
』
を
テ
ー

マ
に
、
実
際
に
手
や
頭
を
動

か
し
て
「
や
っ
て
み
る
こ
と
」

の
大
切
さ
に
気
づ
い
て
も
ら

い
た
い
と
、
申
込
不
要
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
も
充
実
し
て
い

る
。
昨
今
、
大
人
を
対
象
に

し
た
実
験
キ
ッ
ト
が
密
か
な

ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
の
も

あ
っ
て
、
ア
ナ
ロ
グ
に
懐
か

し
さ
を
感
じ
る
大
人
に
と
っ

て
も
面
白
い
企
画
展
。
ぜ
ひ

体
験
し
て
み
て
は
。

●
５
／
６（
水
・
休
）

ま
で　

９
～
１７
時

千
葉
市
科
学
館
７

階
・
企
画
展
示
室

料
金
：
企
画
展

券
（
常
設
展
示
＋

企
画
展
）
大
人

８
０
０
円
、
高
校

生
４
５
０
円
、
小

中
学
生
２
５
０
円

ま
る
ご
と
券
（
常

設
展
示
＋
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
１
回
＋

企
画
展
）
大
人

１
２
０
０
円
、
高

校
生
６
５
０
円
、

小
中
学
生
３
０
０

円　

未
就
学
児
は
と
も
に
無

料
（
保
護
者
同
伴
）

◇
見
て
み
て
！
実
験
道
具

学
校
で
使
わ
れ
て
い
る
さ
ま

ざ
ま
な
実
験
道
具
を
展
示

◇
実
験
を
楽
し
も
う
！

＊
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
：「
カ
ラ

フ
ル
試
験
管
実
験
」「
上
皿
天

び
ん
で
重
さ
を
は
か
ろ
う
」
な

ど
の
実
験
を
体
験
（
当
日
の

実
施
内
容
は
会

場
で
確
認
）

＊
チ
ャ
レ
ン
実

験
！
：
学
校
で

習
う
科
学
の
不

思
議
を
確
か

め
る　
「
ビ
ッ

グ
だ
る
ま
落

と
し
」「
風
力

カ
ー
」
ほ
か

◇
ミ
ニ
ミ
ニ
生

物
室　

理
科
で

お
な
じ
み
の
生

き
物
「
プ
ラ
ナ

リ
ア
」「
ミ
ジ
ン
コ
」
な
ど
を

観
察

◇
白
衣
を
着
て
研
究
者
に
な

り
き
れ
る
「
な
り
き
り
！
研

究
者
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
」

◇
関
連
イ
ベ
ン
ト

＊
わ
く
わ
く
！
サ
イ
エ
ン
ス

シ
ョ
ー
祭
：
科
学
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
楽
し
い
サ
イ

エ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ

５
／
３
㈰　

千
葉
市
科
学
館

７
階
・
サ
イ
エ
ン
ス
ア
ー
ト

広
場　

ど
な
た
で
も
（
未
就

学
児
は
保
護
者
同
伴
）
入
館

券
な
し
で
参
加
Ｏ
Ｋ　

詳
細

は
科
学
館
Ｈ
Ｐ
に
て

問
千
葉
市
科
学
館

千
葉
市
中
央
区
中
央
４
の
５

の
１　

複
合
施
設
「Qiball

（
き

ぼ
ー
る
）」
内
７
階
～
１０
階

☎
０
４
３
・
３
０
８
・
０
５
１
１

https://www.kagakuka
nq.com/

 
見
て
、
触
っ
て
、
楽
し
も
う
！

  
よ
う
こ
そ
！
き
ぼ
ー
る
実
験
室

 

　
～
道
具
か
ら
始
ま
る
実
験
の
世
界
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
／
６
ま
で　

千
葉
市
科
学
館

　

前
回
に
続
き
、
高
倉
健
サ

ン
を
ご
紹
介
。（
文
中
凡
例
：

監
督
＝
Ｄ
、
俳
優
＝
Ａ
、
音

楽
＝
Ｍ
、
年
は
日
本
公
開
時
。

一
部
引
用
あ
り
）

●
１
９
８
３
年
（
Ｓ
５８
）「
居

酒
屋
兆
治
」
東
宝　

Ｄ
降
旗

康
男　

Ａ
健
サ
ン
、
加
藤
登

紀
子
、
大
原
麗
子
、
田
中
邦
衛
、

伊
丹
十
三　

Ｍ
井
上
尭
之

●
１
９
８
３
年
（
Ｓ
５８
）「
南

極
物
語
」
東
宝　

Ｄ
蔵
原
惟

繕　

Ａ
健
サ
ン
、
渡
瀬
恒
彦
、

夏
目
雅
子　

第
７
回
日
本
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
作
品
賞
・
音
楽

賞
・
撮
影
賞
な
ど
受
賞

●
１
９
８
９
年
（
Ｈ
元
年
）

「
あ
・
う
ん
」
東
宝　

Ｄ
降
旗

康
男　

Ａ
健
サ
ン
、
富
司
淳

子
、
富
田
靖
子
、
坂
東
英
二
、

三
木
の
り
平

●
１
９
９
４
年
（
Ｈ
６
年
）

「
四
十
七
人
の
刺
客
」
東
宝　

Ｄ
市
川
崑　

Ａ
健
サ
ン
、
中

井
貴
一
、
宮
沢
り
え
、
石
坂

浩
二
、
浅
丘
ル
リ
子
、
森
繁

久
彌

●
１
９
９
９
年
（
Ｈ
１１
年
）「
鉄

道
員
（
ぽ
っ
ぽ
や
）」
東
映

Ｄ
降
旗
康
男　

Ａ
健
サ
ン
、

大
竹
し
の
ぶ
、
志
村
け
ん
、

安
藤
政
信
、
吉
岡
秀
隆　

第

４２
回
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
賞
主
演

男
優
賞
、
第
２３
回
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
世
界
映
画
祭
男
優
賞
、

第
５１
回
キ
ネ
マ
旬
報
ベ
ス
ト
・

テ
ン
主
演
男
優
賞
、
第
２３
回

日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
で
は
作

品
賞
・
主
演
男
優
賞
な
ど
９

部
門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

●
２
０
１
２
（
Ｈ
２４
年
）「
あ

な
た
へ
」
東
宝　

Ｄ
降
旗
康

男　

Ａ
健
サ
ン
、
田
中
裕
子
、

佐
藤
浩
市
、
草
彅
剛
、
綾
瀬

は
る
か
、
原
田
美
枝
子
、
ビ
ー

ト
た
け
し　

第
３７
回
報
知
映

画
賞
主
演
男
優
賞
、
第
２５
回

日
刊
ス
ポ
ー
ツ
映
画
大
賞
・

石
原
裕
次
郎
賞
主
演
男
優
賞

★
健
サ
ン
は
黒
澤
明
監
督
か

ら
「
乱
」
の
出
演
を
オ
フ
ァ
ー

さ
れ
た
が
、
降
旗
康
男
監
督

「
居
酒
屋
兆
治
」
の
撮
影
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
の
兼
合
い
か
ら

出
演
を
断
念
し
た
。

★
１
９
７
６
年
公
開
「
君

よ
憤
怒
の
河
を
渉
れ
」
が
、

１
９
７
９
年
に
中
国
で
公
開
。

中
国
人
の
半
分
が
観
た
と
も

い
わ
れ
、
宣
伝
の
た
め
田
中

邦
衛
と
訪
中
し
た
時
に
は
、

宿
泊
先
に
フ
ァ
ン
が
大
勢
詰

め
掛
け
た
。
映
画
監
督
・
張

芸
謀
は
２
０
０
６
年
公
開
「
単

騎
、
千
里
を
走
る
。」
の
撮
影

時
、
健
サ
ン
が
休
憩
の
時
に

椅
子
に
座
ら
ず
、
現
地
の
中

国
人
エ
キ
ス
ト
ラ
ま
で
丁
寧

に
挨
拶
す
る
の
を
見
て
、「
こ

ん
な
素
晴
ら
し
い
俳
優
は
中

国
に
は
い
な
い
」
と
発
言
。

★
２
０
０
６
年
、
北
京
電
影

の
客
員
教
授
に
就
任
。
同
年

１１
月
に
行
わ
れ
た
天
皇
・
皇

后
主
催
の
文
化
勲
章
受
章
者
・

文
化
功
労
者
を
招
い
た
お
茶

会
に
出
席
。
１２
年
１０
月
に
は

第
６０
回
菊
池
寛
賞
に
選
出
さ

れ
、
１３
年
１１
月
に
は
文
化
勲

章
を
受
章
。
皇
居
で
親
授
式

が
行
わ
れ
、
式
後
の
記
者
会

見
で
「
日
本
人
に
生
ま
れ
て

本
当
に
よ
か
っ
た
と
、
今
日

思
い
ま
し
た
」「
今
後
も
、
こ

の
国
に
生
ま
れ
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
え
る
人
物
像
を

演
じ
ら
れ
る
よ
う
、
人
生
を

愛
す
る
心
、
感
動
す
る
心
を

養
い
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
コ
メ
ン
ト
。

★
２
０
１
４
年
１１
月
１０
日
午

前
３
時
４９
分
、
悪
性
リ
ン
パ

腫
の
た
め
死
去
（
８３
歳
）。
東

京
都
内
の
病
院
で
意
識
不
明

と
な
っ
た
の
は
亡
く
な
る
数

日
前
だ
っ
た
。「
往
く
道
は
精

進
に
し
て
、
忍
び
て
終
わ
り

悔
い
な
し
」
の
言
葉
と
と
も

に
、
そ
の
死
が
発
表
さ
れ
た
。

黛葉（まゆずみ・よう）
茂原市在住。1942 年生。
元映画配給会社宣伝プロ
デューサー。現役時代は年
200 本以上を鑑賞、放送さ
れた洋邦画の録画 DVDは
1100 枚以上にのぼる。

　

昨
年
５
月
の
初
め
、
そ
ろ

そ
ろ
カ
ザ
グ
ル
マ
が
咲
い
て

い
る
か
な
？
と
思
い
、
千
葉

市
の
自
生
地
を
訪
ね
て
み
ま

し
た
。
空
に
は
オ
オ
タ
カ
が

舞
い
、
雑
木
林
の
奥
か
ら
は

フ
ク
ロ
ウ
の
「
ホ
ホ
ホ
ホ
ホ

…
」
と
い
う
断
続
的
な
声
が

響
い
て
き
ま
す
。
レ
ン
ゲ
の

咲
く
田
ん
ぼ
へ
ツ
バ
メ
の
つ

が
い
が
舞
い
降
り
て
、
泥
を

く
わ
え
て
は
忙
し
く
巣
へ
運

ん
で
い
ま
す
。
春
爛
漫
の
本

当
に
気
持
ち
の
よ
い
季
節
で

し
た
。
け
れ
ど
も
期
待
し
て

い
た
カ
ザ
グ
ル
マ
は
、
ま
だ

固
い
つ
ぼ
み

の
ま
ま
で
し

た
。

 

「
来
週
も
う

一
度
来
て
み

よ
う
か
な

…
」
と
思
い

な
が
ら
車
へ

戻
る
と
、
足

元
に
赤
い
３
セ
ン
チ
程
の
キ

ノ
コ
が
出
て
い
る
の
に
気
づ

き
ま
し
た
。
そ
こ
は
椎
茸
の

ホ
ダ
木
が
捨
て
ら
れ
て
い
る

場
所
で
、
半
ば
土
に
埋
も
れ

た
朽
ち
木
の
中
か
ら
、
真
っ

赤
な
ヒ
イ
ロ
ベ
ニ
ヒ
ダ
タ
ケ

が
傘
を
広
げ

て
い
た
の
で

す
。
こ
の
キ

ノ
コ
に
は
紅

傘
花
嫁
茸
と

い
う
美
し
い

別
名
が
あ
り

ま
す
。
黄
色

い
傘
の
ベ
ニ

ヒ
ダ
タ
ケ
は
わ
り
と
見
か
け

ま
す
が
、
こ
の
鮮
や
か
な
赤

に
は
な
か
な
か
出
会
え
ま
せ

ん
。
食
べ
ら
れ
る
キ
ノ
コ
で

す
が
、
食
卓
に
の
せ
る
よ
り
、

森
の
宝
石
と
し
て
眺
め
て
楽

し
み
た
い
で
す
ね
。

　

こ
ん
な
思
い
が
け
な
い
小

さ
な
出
会
い
こ
そ
、
野
山
歩

き
の
い
ち
ば
ん
の
醍
醐
味
だ

と
思
い
ま
す
。
命
の
彩
り
に

満
ち
た
季
節
、
外
へ
出
て
素

敵
な
出
会
い
を
重
ね
た
い
で

す
ね
。

（
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
ネ
ッ
ト
／
加
藤
恵
美
子
）



32026年5月2日㈯外房版
◆専用申込書をＦＡＸまたは郵送でお送りします。
◆申込書に所定の内容を記入後、ご返送ください。
　追って掲載料金等を記載した受注書を発行します。
◆掲載料は前払いです。掲載紙面は１部ご郵送します。

●ピアノ　漆田   0120-00-4210
●金プラチナ商品券　相場・額面の90～ 97%で

てんとう虫　☎0475-72-9400   大網店　休み不定
0476-36-4388   富里店　 043-310-5825   都賀店

●ピアノのレンタル　漆田   0120-00-4210
●出張整体の案内　肩が辛い・腰が痛い・膝痛が辛い
やさしい施術で癒着・炎症をやわらげ体が楽に（実績
多数）　まずは電話で相談　痛みの原因など（相談無料）
いすみ・加藤整体　☎080-8910-1264　４千円／１回

●全日制フリースクール　中学不登校生のための学び
の場です　成美学園中等部 ☎0475-44-5777
●着付教室　毎㈰10時〜 11時・13時〜 14時　1回
500円　浴衣から二重太鼓まで　詳しくはお問合せ下
さい　きもの館まるへい　茂原店 ☎0475-25-2617
担当：小谷部　岬本店 ☎0470-87-2707担当：飯野

※個人情報や呼びかけなどにご利用ください。
※内容を箇条書きにして、住所、氏名、電話番号を明記
し、ＦＡＸか郵送、メールで、またはH Pの申込フォー
ムからお申込みください　ＦＡＸ0436-21-9142
メール： k i j i @ c l - s h o p . c o m
h t t p s : / / w w w . c l - s h o p . c o m / m o u s h i k o m i /

●子猫差し上げます　３／７生　茶トラ・オス　サビ・
メス　母猫はミケ　ずっとのお家で可愛がってくだ
さる方に　茂原・加藤　☎090-4016-7971
●子猫差し上げます　３／１生　雑種　茶色っぽいオ
ス１・メス１　黒っぽいオス１　部屋飼い希望　
長柄町・星川　☎090-2302-8122

●ことのはラボ　HPへ無料で誰でも俳句・短歌を投稿、
A Iが評価・添削　俳句・短歌を学ぶためのオンライ
ン学校　h t t p s : / / k o t o n o h a l a b . j p
●オカリナ　第３㈮13～ 15時半　フリースペース
38（茂原市高師）　月会費：1,000円（別途会場使用料
400円）　初心者でも楽しく学べます
池田　☎090-3684-4284
●桜コーラス東金　月３回㈫　10～ 12時　東金中央
コミュニティセンター　月会費：3,000円　50～ 80
代の女性のみで楽しく活動中　見学大歓迎
加瀬　☎090-1035-4899

●新収蔵の絵画・陶芸展　展示解説会　５／２㈯　13
時半～ 14時　茂原市立美術館　無料　申込不要　展
示は５／ 19㈫まで、市内の企業からの寄付作品27点、
９〜 17時、入場無料、５月無休　☎0475-26-2131
●長生高等学校吹奏楽部 定期演奏会　５／３㈷　13
時半開演　岬ふれあい会館　第１部：ファンタスマゴ
リア他、第２部：音楽劇「となりのトトロ」、第3部：ポッ
プスステージ　無料　☎0475-22-3378
●航空科学博物館（芝山町）のイベント　 空のおまわ
りさんのおはなし：５／３㈷10～ 14時　90名　警
察用ヘリの活動、整備士の体験談、車両展示ほか　客室
乗務員のおはなし：５／４㈷　13～ 14.時　100名　
仕事の魅力や体験談など　客室乗務員訓練体験：５／
５㈷ 10時半～ ・13時～　各回30名・当日受付・要整
理券　訓練用機体の見学や緊急脱出体験など　グッズ
販売もあり　集まれ！ N A R I T A空港車輛：５／ 31㈰ 

10～ 15時　成田空港の特殊車輌が集合、作動実演や車
輛解説など　各日要入館料：大人900円・中高生400円・
４歳以上～小学生300円　☎0479-78-0557
●ガーデン・オープン・チャリティ　５／４・５㈷　
10〜 16時　平山邸（匝瑳市安久山197）　大人500円・
中学生以下無料　お茶のサービスあり　収益は国境な
き子どもたちなどへ寄付　☎ 090-5311-6799
●睦沢道の駅フリーマーケット　５／８・15・22・
29・６／５　毎週㈮開催　８～ 14時　雨天中止　出店
者募集　石田　☎090-3603-2266
●藻原寺フリーマーケット　５／９は中止　５／ 23・
６／ 13・27㈯開催　９〜 13時　茂原市役所近く　雨
天中止　車ごと出店：2,500円　初めて出店希望の方
は開催日に本部受付で説明を　開催情報は「茂原骨董
市公式」で検索　☎090-4950-6193（録音の最新情報）
●ムジカ＆グラッド　ギターアンサンブル演奏会　
５／９㈯　13時半開演　東金文化会館　映画音楽、ク
ラシックなど盛りだくさん　特別ゲスト：谷川英勢　
無料　松田　☎090-9388-4936
●日本ミツバチ・プロの捕獲方法の講習会　５／９㈯
10〜 12時　茂原市三ケ谷　待ち巣箱、蜂、金稜辺の展
示と捕獲方法　1,000円　古山　☎080-1153-2513
●フリーマーケット　５／ 10・17・24・31㈰　８～
15時　雨天中止　熊野の清水公園駐車場（長南町佐坪）
牧場のしぼりたて牛乳で作った牛乳ようかんもあ
り　☎090-1611-4860
●萩原礼子・陶人形展　５／ 10㈰～ 31㈰　11～ 17
時、最終日15時　ギャラリー 801（睦沢町川島80-1）　
㈫㈬定休　無料　森の中で愛くるしい子どもや動物、
ニンフたちが遊ぶ　☎0475-40-3035
●初夏・エメラルドの色を染める　５／ 12㈫　10〜
12時　茂原市五郷福祉センター　300円、シティライ
フ持参で無料　絹地の小スカーフを染める　エプロン
持参　要申込　帆足工房　☎0475-24-0800　
●スクエアダンス無料講習会　５／ 12・19㈫　19～
20時45分　鎌取コミュニティセンター　８人が心を
合わせて踊る、ゲームのようなダンス　幼児からシニ
アまで　スキップスクエアーズ　☎090-4706-2342
●B r o o m   G a r d e n   M a r c h e　５／ 15㈮～ 17㈰ 
10時半～ 15時半　B r o o m   G a r d e n（いすみ市岬
町井沢1557-3）　花やハーブ咲く庭で、フード＆ドリ
ンク、植物クラフト、古道具屋など　お楽しみワーク
ショップも　雨天縮小開催　東山　☎0470-62-5708
●押し花レンブラントの会作品展　５／ 15㈮～ 17㈰ 
10～ 20時、最終日17時　茂原ショッピングセンター・
アスモ　無料　押し花を使った作品の展示　小物等の
販売もあり　下山　☎090-1840-6801　
●茂原市市民美術展・出品者募集　５／ 15㈮〆切　
満18歳以上、茂原市内在住・在職者（高校生は除く）
日本画、洋画、工芸、彫刻　出品料：2,000円　詳細は応
募要項にて　第40周年記念で、出品者全員の作品を図
録に掲載　展示：５／ 25㈪～６／ 20㈯・９〜 17時・
最終日15時・茂原市立美術館・無料　問合せ：茂原市
美術協会事務局　永嶋　☎090-3310-0069

●御宿ぷよテト祭り　５／ 16㈯　10～ 18時　御宿
ホール（御宿町須賀680-8）　参加1,000円、観戦のみ無
料　テトリス部門・ぷよぷよ部門・2o n2部門　複数
の部門にエントリー可能　〆切・ 当日開始時刻まで　
ゲスト：T E Q W I N G e - S p o r t s ぷよぷよ部門所属・
J e S U公認プロS A K I選手　詳細はセガ公式「ぷよぷ
よキャンプ」イベントページ　問合せはＥＹＥ・ＯＮ
のメールへ：e y e . o n j u k u @ g m a i l . c o m
●ふれあいダンスパーティ　５／ 16㈯13時〜　高貫
ダンススクール（いすみ市岬町）　2,000円　サークルた
んぽぽ　☎090-4208-1210
●社交D A Nパーティ　５／ 16㈯13時半～　市原ダ
ンススクール　1,000円　主催：さくらサークル　
☎090-4746-1220　
●茂原公園～榎町通りのウォーキング　５／ 17㈰　
集合９時45分・旧茂原市中央公民館広場　約４キロの
コース　健康づくりや仲間との交流　雨天中止　無料
要申込　ナルク茂原・いちごの会　☎0475-26-5229 
●ふれあいダンスパーティ　５／ 17㈰　13〜 16時　
茂原市総合市民センター　1,000円・３回参加で半額　
ダンスタイム・トライアル・ソロダンス　50名　
主催：ダンス松本　☎090-3047-0488
●日本ミツバチ趣味の養蜂講習会　５／ 17㈰　13～
16時　平日も可　大網白里市・かなり宅　入居率の高
い巣箱造り・臭い付け・飼育管理等の要素技術を動画
とオリジナル資料で分かりやすく説明　3,000円　 
☎090-4918-2388
●フラメンコ教室　５／ 17～７／ 12の㈰全５回　土
気あすみが丘プラザ　 2,500円　未経験者向け・入
門向けの講習　スペインの春のお祭りで踊られる「セ
ビジャーナス」を　年齢・性別・経験不問　男性・シ
ニア・未経験者大歓迎　要予約・先着14名　
☎043-295-0301
●展覧会「秀吉と戦国武将たち《瓢軍談五十四場》より」 
５／ 19㈫～６／ 20㈯　10～ 16時　城西国際大学水
田美術館（東金市）　㈰㈪休館　入館料：一般300円、高
校生以下無料　歌川芳艶《瓢軍談五十四場》は、豊臣秀
吉の一代記を描いた浮世絵版太閤記の54図　同時代の
豪傑たちも紹介　展示解説：５／ 30㈯14～ 14時45分・
図書館１階・無料・申込不要　 ☎0475-53-2562　
●ロビーコンサート・薫風～二胡のしらべ　５／ 20
㈬　12時５分〜 55分　茂原市役所ロビー　二胡とピ
アノ　曲目：蘇州夜曲、地上の星、ほか　無料、予約不
要　茂原市音楽協会・舘　☎090-9830-0584
●みんなで歌おう会　５／ 22㈮13時半～　茂原市総
合市民センター　童謡、唱歌、民謡など1,000曲の中から
リクエストで　プロのピアニストやテノール歌手が司
会・進行　歌の好きな方ならどなたでも　一般500円
吉田　☎090-2580-8941
●草木染めワークショップ　５／ 24㈰13～ 16時　千
葉市少年自然の家（長柄町）　ヨモギなどの野草を使い、
バンダナ・トートバック・巾着を染める　どなたでも・
小学生まで保護者同伴　先着40名　参加費の詳細はH P
で　要予約・５／ 17〆切　☎0475-35-1131

●花輪の森ウインドオーケストラ定期演奏会　５／ 24
㈰13時半開演　千葉市文化センター　入場無料・０歳～
O K　指揮：渡辺定路　第１部：クラシックステージ、第
２部：ポップスステージ　☎080-7605-3440
●元イスラエル軍兵士に よ る平和講演と憲法改正・
国際情勢に関する講演　５／ 24㈰　13時半開演　茂
原市総合市民センター　第１部：元イスラエル軍兵士
ダニーさん「近隣諸国は敵ではない」、第２部：憲法改正・
集団的自衛権について、第３部：国際情勢・政治につ
いて　第１部500円、第２・３部は無料、どれかひと
つの参加でもO K　要申込　☎080-6573-3805
●ワンコインダンスパーティ　５／ 26㈫　13〜 16時
茂原市市民センター　500円、トライアル１組200円
フレッシュメイトダンスサークル　☎0475-23-9655
●森の自然観察と草刈りボランティア　５／ 28㈭30
㈯６／４㈭６㈯　13時半～ 16時半　茂原公園　公園
の散策と自然観察、野草保護区の小型鎌による草刈り　
雨天中止　各日大人５名程度　１人200円　飲物、敷物、
小型鎌、手袋、虫よけほか持参　電話かF A Xで要申込　
茂原公園自然愛好会・望月　☎・f a x .0475-25-6280
●都山流尺八演奏会　5 ／ 30㈯　12時半開演　千葉県
文化会館　無料　箏・三絃（地歌三味線）・尺八の演奏
会　江戸時代から現代曲まで　☎043-222-0201
●十枝の森の音楽会　5 ／ 31㈰　９時45分～ 15時半
十枝の森（大網白里市北吉田）　雨天中止　森の広場で
の音楽会　ジャズや昭和歌謡、ポップスなど12組の演
奏　500円　西館　☎090-8318-5502
●音楽ボランティア・たんほぽの会レクチャー　６／
６㈯　14～ 16時半　茂原市総合市民センター　会の創
立30周年・時代の歌②昭和・戦前　講師：新村道子　
ピアノ：中里美穂子　参加費：500円　資料代：500円
要申込　塚田　☎090-5409-8450
●県立茂原高等学校同窓会・静和会総会　６／７㈰　
13時～　茂原高校格技場　茶華道部のお茶の接待、フ
ラのステージ　☎0475-22-4505
●南総コーラスのつどい　６／ 14㈰　13時開演　い
すみ市岬ふれあい会館　入場無料　南総合唱連盟は大
網白里、茂原、いすみ、大多喜、御宿、勝浦の合唱団で構成
18ステージを演奏予定　伊藤　☎090-3512-4045

●譲ります　介護用便座トイレ　5,000円
大網白里市・小林　☎0475-77-5738

●琴コンサート招待券ペア１組　５／ 17㈰13時開演
酒井方・光の館（茂原市木崎618-2）　3,000円　緑豊
かな庭を背に、琴・酒井典彦、尺八・渡辺淳のプロや、
子どもたちの和やかな合奏など　曲目：宮城道雄・
瀬音、船川利夫・嬉遊曲ほか　☎0475-22-4988　
応募はハガキ、f a x、メールで　５／ 11必着　
宛先：〒290-0056　市原市五井4874-1　シティラ
イフ・琴コンサート係　f a x .0436-21-9142　
メール：k i j i @ c l - s h o p . c o m
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県
立
千
葉
聾
学
校
（
千
葉
市

緑
区
）
の
野
球
部
は
、
こ
の
春

６５
年
の
歴
史
に
終
止
符
を
打

ち
、
３
月
２０
日
、
閉
部
式
が

執
り
行
わ
れ
た
。
同
野
球
部

創
立
は
昭
和
３５
（
１
９
６
０
）

年
。
関
東
聾
学
校
野
球
大
会

優
勝
８
回
、
秋
季
千
葉
県
高

等
学
校
軟
式
野
球
大
会
準
優

勝
２
回
と
い
う
好
成
績
を
収

め
て
い
る
。
聾
学
校
の
野
球

は
、
音
の
情
報
に
頼
ら
ず
、

デ
ー
タ
を
頭
に
入
れ
、
仲
間

と
の
信
頼
関
係
で
瞬
時
に
プ

レ
ー
を
判
断
す
る
。
中
高
６

年
間
で
培
う
『
伝
統
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
』
が
、
千
葉
聾
野

球
部
の
代
名
詞
だ
っ
た
。

　

令
和
７
年
度
の
部
員
は
、
高

校
３
年
６
名
と
中
学
２
年
１

名
。
少
子
化
と
医
療
の
発
展

に
伴
い
、
聾
学
校
に
通
う
児

童
・
生
徒
数
が
減
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
も
部
員
の

増
加
が
見
込
め
ず
、
閉
部
は

顧
問
ら
の
苦
渋
の
決
断
だ
っ

た
。
現
役
選
手
と
そ
の
保
護

者
に
閉
部
が
伝
え
ら
れ
た
の

は
、
１
年
前
の
３
月
。
最
終

監
督
と
な
っ
た
藤
田
正
樹
さ

ん
は
、「
何
度
も
話
し
合
い
を

重
ね
、
納
得
し
て
い
た
は
ず

だ
っ
た
の
に
、
涙
が
止
ま
ら

な
か
っ
た
」。
最
後
の
主
将
と

な
っ
た
大
塚
雄

太
さ
ん
は
、「
最

後
だ
か
ら
こ
そ

自
分
た
ち
で
優

勝
し
て
終
わ
ら

せ
た
い
と
厳
し

い
練
習
に
励
ん

だ
」
と
話
す
。

令
和
７
年
度
の

関
東
聾
大
会
で

は
、
大
宮
ろ
う

学
園
と
の
連
合
チ
ー
ム
で
３

位
の
成
績
を
残
し
た
。

　

閉
部
式
が
行
わ
れ
た
同
校

体
育
館
に
は
、
生
徒
、
職
員

を
含
め
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
や
保
護

者
、
関
係
者
ら
１
５
０
名
ほ

ど
が
集
っ
た
。
歴
代
の
優
勝

カ
ッ
プ
や
寄
せ
書
き
、
写
真

な
ど
が
並
べ
ら
れ
た
一
角
で

は
、
来
場
者
の
思
い
出
話
に

花
が
咲
い
て
い
た
。
Ｏ
Ｂ
の

榊
原
敏
博
さ
ん
は
、
昭
和
４２

年
第
１６
回
関
東
聾
大
会
で
初

優
勝
を
果
た
し
た
メ
ン
バ
ー
。

リ
ボ
ン
の
色
が
あ
せ
た
当
時

の
優
勝
カ
ッ
プ
を
手
に
、
記

念
撮
影
を
し
て
い
た
。「
な
つ

か
し
く
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
思
い
出
し
て
い
ま
す
」。
榊

原
さ
ん
に
カ
メ
ラ
を
向
け
る

の
は
、
平
成
６
年
卒
業
の
山

中
正
和
さ
ん
。
長
男
の
彪
太

郎
さ
ん
は
野
球
部
最
後
の
メ

ン
バ
ー
の
一
人
で
、
親
子
し

て
関
東
聾
の
優
勝
経
験
が
あ

る
。「
本
当
に
さ
み
し
い
」
と

悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ
た
。

　

ス
タ
ン
ド
の
熱
い
応
援
も

名
物
だ
っ
た
千
葉
聾
。
Ｏ
Ｂ

の
保
護
者
は
、「
閉
部
と
き
い

た
時
に
は
本
当
に
シ
ョ
ッ
ク

で
し
た
。
毎
年
、
試
合
の
応

援
が
楽
し
み
だ
っ
た
。
私
た

ち
親
も
野
球
と
い
う
つ
な
が

り
が
あ
っ
た
」
と
切
な
さ
を

語
る
。『
野
球
部
６５
年
記
念
誌
』

に
は
他
校
関
係
者
か
ら
、「
手

本
に
す
べ
き
チ
ー
ム
と
し
て
、

ず
っ
と
目
標
に
掲
げ
て
い

た
」「
顧
問
の
先
生
、
保
護
者

の
方
々
が
実
に
温
か
」
と
閉

部
を
惜
し
む
声
が
。
Ｏ
Ｂ
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
、
野

球
に
出
会
え
た
喜
び
、
先
生
、

家
族
、
仲
間
へ
の
感
謝
の
言

葉
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　

大
塚
さ
ん
は
、「
覚
悟
し
て

い
た
の
で
、
今
日
の
涙
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
だ
け
の
人

が
集
ま
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な

話
を
し
て
、
千
葉
聾
野
球
部

へ
の
愛
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」
と
、
前
を
向
く
。

藤
田
さ
ん
は
壇
上
か
ら
呼
び

か
け
た
。「
千
葉
聾
野
球
部
で

や
っ
て
き
た
こ
と
は
絶
対
に

消
え
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
一

人
一
人
が
こ
の
チ
ー
ム
の
続

き
で
す
」　　
　
　
　
（
石
井
）

  

汗
も
涙
も
流
し
き
り 

最
後
は
笑
顔
で

    

千
葉
聾
学
校
野
球
部

           

65
年
の
歴
史
に
幕

最終監督・藤田正樹さん（右）

歴
代
優
勝
カ
ッ
プ

最
後
の
部
員
・
櫻
井
陽
空
さ
ん
の
ラ
ス
ト
ピ
ッ
チ


